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2014 年 9 月 26 日 
株式会社マイナビ 

 

「2015 年卒マイナビ企業新卒内定状況調査」結果を発表 
企業の採用活動は厳しさが増し、採用充足率は 83.0％と過去 10 年間で最低に。 

選考辞退率と内定辞退率がともに増加し、対策が大きな課題となる 
 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：中川信行）は、国内企業を対象に実施

した 2015 年卒の新卒者採用に関する「2015 年卒マイナビ企業新卒内定状況調査」（2,195 社回答）

の結果を発表しました。概要は以下の通りです。 
 

【「2015 年卒マイナビ企業新卒内定状況調査」概要】 
○調査方法：回答用紙を郵送後、WEBまたはFAXにて回答受付 
○調査期間：2014年8月1日（金）発送、8月29日（金）受付締切 
○アンケート送付対象：国内企業8,000社  ○回答数：2,195社 
（回答内訳：『上場企業』460社、『非上場企業』1,735社／『製造業』758社、『非製造業』1,437社） 

 
 
 
 
＜調査結果＞ 
■【充足率】採用充足率は 83.0％と過去 10 年間で最低。採用増を目指すも、内定者数は前年入社実

績数にも届かない状況 
調査時点での採用充足率は新卒全体で 83.0％（対前年度比 2.0pt 減）となり、過去 10 年間で最も低

い数字となった。非上場企業では 78.3％（対前年度比 0.1pt 増）となり、前年と同じく厳しい見通し

だ。特に、業種別では小売（75.8％）、サービス・インフラ（76.4％）、建設（77.4％）で充足率が 8
割を切った。それに伴い採用活動が「前年に比べて長期化した（する）」という回答も全体で 26.9％
と高くなっている。 
また、今年度の募集人数平均、及び調査時点の内定者数平均を、前年度の入社実績数平均と比べたと

ころ、全体で 14.3％の採用数増を目指して募集を行ったにも関わらず、調査時点での内定者数は、

前年度入社実績数にも届かない状況（調査時点で 6.1％減）であることがわかった。企業側にとって

非常に厳しい採用活動だったと言える。業種別で見ると、内定者数が前年度の入社実績数より 1 割以

上少ない小売（12.9％減）、サービス・インフラ（10.7％減）などでは、前年度に比べ採用増を目指

しているが、最終的には採用減に終わる可能性も出てきた。 
内定者への満足度では、「質・量ともに満足」とした企業の割合は 33.0％（対前年度比 4.4pt 減）と、

リーマンショック以前の採用意欲が高かった時期（2006 年卒～2009 年卒頃）に匹敵する低い数字と

なった。業種別では、満足度が比較的高いマスコミ（54.9％）、建設以外の製造（42.0％）と、満足

度が低い建設（19.3％）、小売（17.5％）に分かれた。 
 
 
 
 

※調査結果の詳細はマイナビ採用サポネット（http://saponet.mynavi.jp）で公開しています 

【図 1】業種別採用充足率（新卒全体） 
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■【採用活動の印象】採用活動が「前年より厳しかった」という回答が半数超。厳しかった理由は

「辞退の増加」が対前年度比 7.9pt 増加の 45.6% 
採用活動の印象は、「前年より厳しかった」が 53.2％（対前年度比 17.0pt 増）と過半数を超え、

「前年並みに厳しかった（37.8％）」を加えると、「厳しかった」という回答は 91.0％（対前年度比

4.9pt 増）となった。 
厳しかった理由では「母集団の確保」が 63.0％（対前年度比 11.1pt 増）と大きく増加し、前年に引

き続きトップとなった。前年は 2 番目に多かった「学生の質の低下」は 37.7％（対前年度比 6.8pt 減）

と減少し、代わって「辞退の増加」が 45.6％（対前年度比 7.9pt 増）となった。上場企業では「辞退

の増加」は 55.8％（対前年度比 12.0pt 増）と半数を超え、業種別では金融（55.4％）、小売（51.2％）、

建設以外の製造（51.1％）が半数を超えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■【内定を出す基準】「前年より基準を緩くした」が「前年より厳しくした」を 7 年ぶりに上回る 
内定を出す基準は「前年より緩くした」（11.4％、対前年度比 5.1pt 増）が増加し、2008 年卒以来

7 年ぶりに「前年より厳しくした」（8.8％、対前年度比 2.3pt 減）を上回った。業種別で見ても、ほ

とんどの業種で「緩くした」が「厳しくした」を上回っており、特に小売（20.9％）、建設（17.0％）、

ソフトウエア・通信（16.2％）で高い割合となっている。ただし、建設以外の製造では「厳しくし

た」割合（11.4％）の方が「緩くした」割合（5.9％）よりも高い結果となった。 
 
 
 
 
  

n=1,860 (複数回答） 15年卒 14年卒 15年卒 14年卒 15年卒 14年卒 15年卒 14年卒 15年卒 14年卒

母集団の確保 63.0% 51.9% 62.9% 49.8% 63.0% 52.6% 59.3% 50.9% 64.9% 52.4%

セミナー動員 40.6% 33.8% 34.0% 28.0% 42.4% 35.6% 33.8% 25.6% 44.3% 38.0%

学生の質の低下 37.7% 44.5% 34.5% 34.5% 38.6% 47.7% 35.8% 41.8% 38.8% 45.9%

採用費用の削減 3.5% 6.8% 6.1% 10.8% 2.8% 5.5% 4.0% 8.5% 3.2% 5.9%

マンパワーの不足 17.4% 21.2% 25.4% 27.0% 15.2% 19.3% 18.4% 21.5% 16.8% 21.0%

辞退の増加 45.6% 37.7% 55.8% 43.8% 42.9% 35.7% 50.0% 40.2% 43.3% 36.4%

採用活動早期化への対応 13.2% 15.8% 14.0% 20.0% 13.0% 14.5% 14.4% 16.2% 12.6% 15.7%

その他 2.7% 5.3% 2.0% 5.5% 2.9% 5.2% 3.1% 5.0% 2.6% 5.4%

非製造業全体 上場 非上場 製造業

【図 2】採用活動の印象が「前年より厳しかった」、「前年並みに厳しかった」と回答した理由 

【図 3】内定を出す基準（全体－総合）  
Dasu  
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■【選考・内定辞退率】選考辞退率が「前年度より高かった」企業は前年度比 10.6pt 増加して 33.9％。

内々定後の辞退率も「前年より高かった」が前年度比 6.6pt 増の 34.8％ 
選考途中の辞退率は「前年より高かった」と回答した企業が、対前年度比 10.6pt 増の 33.9％と大き

く増加した。選考途中の辞退率が 3 割を超える企業は全体の 23.6％、上場企業では 26.1％だった。

これらの数字を見ると、内々定前の段階での面接合格者に対するフォローの重要性が高まっている

と言える。 
内々定後の辞退率も「前年より高かった」が 34.8％（対前年度比 6.6pt 増）と増加し、「前年より低

かった」（25.1％、対前年度比 2.5pt 減）を上回った。業種別で見ると、内々定辞退率が「前年より

高かった」と回答した割合は、建設（42.6％）、小売（42.0％）で特に高くなっている。内定辞退率

が 3 割以上の企業の割合は、小売の 62.5％が突出しているが、サービス・インフラ（47.7％）、ソフ

トウエア・通信（46.4％）、建設（46.3％）でも 5 割近い数字となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【図 4】選考途中の辞退率 【図 5】内々定後の辞退率 

【図 6】選考途中の辞退率が 3 割以上と回答した割合（業種別） 

【図 7】内定辞退率が 3 割以上と回答した割合（業種別） 
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■【2016 年卒の採用】「今年度より厳しくなる」という回答が 9 割超。エントリー受付を 3 月以降

とする企業は 55.5％と、政府要請等を受け入れる姿勢が浸透 
次年度（2016 年卒）の採用活動については、「非常に厳しくなる」（37.8％）と「厳しくなる」（52.4％）

の合計が 90.2％（対前年度比 29.8pt 増）に達した。今年度の厳しい採用環境に加え、スケジュール

変更により採用動向の予測が立てにくいことによる不安感が影響していると考えられる。次年度の

採用数は、「増やす（大幅＋多少）」（15.5％、対前年度比 2.2pt 増）が「減らす（大幅＋多少）」（7.1％、

対前年度比 2.6pt 減）を上回る差が前年度より大きくなった。しかし、前年同様に約 8 割の企業は

「今年度並み」（77.5％、対前年度比 0.5pt 増）と回答した。業種別では小売（「増やす」23.7％、「減

らす」3.6％）、サービス・インフラ（「増やす」20.7％、「減らす」6.4％）で「増やす」が「減らす」

を大きく上回るなど、次年度にさらに採用意欲が高まる様子がうかがえた。 
政府要請等による次年度の採用スケジュール変更への対応については、「エントリー受付は 3 月 1
日以降に行う予定」という回答は、前回調査（『2016 年卒採用等に関する企業調査』今年 5 月実施）

から 7.4pt 増加の 55.5％となり、変更を受け入れる姿勢が浸透しつつある。しかし「選考は 8 月 1
日以降に行う予定」とした企業は前回 5 月の調査より 6.6pt 減少し、19.8％に留まった。ただし、選

考活動開始は「まだ決まっていない」と回答した企業がほぼ半数（49.5％、前回調査から 2.6pt 減）

という状況は変わらず、いまだ流動的と見られる。 
  

本件に関するお問い合わせ先 
株式会社マイナビ 

就職情報事業本部 HR リサーチセンター 
石田 

TEL.03-6267-4571  FAX.03-6267-4015 
e-mail：hrrc@mynavi.jp 

当社に関するお問い合わせ先 
株式会社マイナビ 
社長室 広報部 

渡邉 
TEL.03-6267-4155  FAX.03-6267-4050  

e-mail：koho@mynavi.jp 

【図 8】次年度の採用活動について 

【図 9】次年度の採用数について 


